
『坂の上の雲』のまち松山

（注） 開館日時は、イベント開催や祝日等により変更される場合がありますので、各施設までお問い合わせください。
 なお、料金につきましても同様にお問い合わせください。

弘法大師が杖を突き立てた所から水が湧き出したという故事来歴か
ら杖ノ淵と呼ばれており、全国名水百選（環境省）の一つに認定され
ている。清らかな水を好む植物「ていれぎ」は和名オオバタネツケバ
ナといい、この地で保護育成されている。子規はていれぎの下葉の
色で秋風が吹く頃の様をよんだ。「ていれぎの下葉浅黄に秋の風」

8～19時（10～3月は～18時）あり
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大黒座は大正期に建てられた酒蔵で、戦後芝居小屋に改装され、大
衆演劇や映画の上映などが行われる地元住民の憩いの場だった。昭
和38年に惜しまれつつ閉館となったが、平成18年久谷の町おこしの
拠点にと修復される。今では歌や芝居、落語の上演など、地域の活性
化に貢献している。

昔、三坂峠の遍路道の邪魔になっていた2個の巨石の1つとされる。弘法大師が、カ
ズラで作った網で運ぼうとしたが、天秤俸が折れて1つは川に1つは榎の遍路道に
転げ落ちた。榎に落ちた石は、網掛け石と崇められ、大師像とともにまつられている。
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地元住民の手により、旧遍路宿坂本屋のほか、

松山郊外の里山ゾーン。昔ながらの遍路道に沿って四国霊場の札所をはじめ、

まつった祠（ほこら）。
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伊予鉄道松山市駅からバスで３０分、森松で乗り換えて３分、杖ノ淵公園前下車すぐ


